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　　市　の　人　口

(昭和61年１月１日現在）

　52,793世帯（前月比28世帯増）

　165,762人（前月比244人増）

　82,227人

　83,535人

世帯数

人　口

　　男

　　女

最
多
出
動
の
２
千
８
百
７
３
件

　
宇
治
市
消
防
本
部
は
こ
の
程
、
昭
和
六
十
年
（
一
月
か
ら
十
二
月
ま
で
）
の
火

災
救
急
統
計
を
ま
と
め
ま
し
た
。
集
中
的
に
多
発
し
た
放
火
事
件
を
反
映
し
て
、

火
災
の
件
数
、
損
害
額
共
に
急
増
。
特
に
、
放
火
の
割
合
が
全
火
災
発
生
件
数
六

十
三
件
の
内
二
十
九
件
－
四
六
％
を
示
し
た
こ
と
は
、
注
目
さ
れ
ま
す
。
救
急
出

動
件
数
も
、
五
十
七
年
以
後
毎
年
増
加
し
て
二
千
八
百
七
十
三
件
で
、
原
因
は
急

病
が
著
し
く
増
加
し
た
た
め
で
す
。
こ
れ
は
、
夏
場
の
異
常
気
象
（
高
温
）
な
ど

が
影
響
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ド
ー
連
の
放
火
に
よ
る
空
き
家
火
災
（
6
0
年
３
月
2
0
日
、

宇
治
若
森
で
）

内
、
三
十
七
件
が
住
宅
で
す
。
車

両
火
災
は
九
件
（
一
四
％
）
で
四
件

の
増
、
そ
の
他
火
災
は
四
件
（
六

％
）
、
林
野
火
災
は
二
件
（
四
％
）
と

な
づ
て
い
ま
す
。
火
災
の
発
生
間

隔
は
、
五
・
八
日
に
一
件
の
割
合

で
す
。

　
月
別
発
生
件
数
で
は
、
三
月
が

十
二
件
、
次
い
で
一
月
九
件
、
四
月

七
件
、
八
月
六
件
と
な
っ
て
い
ま

す
。
三
月
に
集
中
し
て
い
る
の
は
、

こ
の
月
に
放
火
（
疑
い
む
含
む
・
以

下
同
じ
）
が
集
中
し
た
た
め
で
す
。

　
彊
災
に
よ
る
被
害
は
死
者
二
人
、

負
傷
者
七
人
。
と
こ
ろ
で
、
焼
損
面

積
は
千
八
百
で
十
四
平
方
Ｍ

十
九
年
と
そ
れ
程
の
増
加
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
損
害
額
は
一
億
二
千

二
百
四
万
七
千
円
と
、
二
・
二
倍
に

激
増
。
こ
れ
は
、
六
十
年
の
特
徴

で
あ
る
放
火
に
よ
る
損
害
額
（
五

十
九
年
比
五
倍
増
）
が
、
ほ
ぽ
半

数
か
西
め
た
こ
と
が
原
因
で
す
。

一
件
当
た
り
の
平
均
損
害
額
は
百

八
十
五
万
五
千
円
。
五
百
万
円
以

上
の
火
災
は
十
一
件
で
し
た
。

　
　
火
災
原
因
の

　
　
半
数
が
放
火

　
さ
激
因
は
、
放
火
が
二
十
九

件
（
四
六
％
、
五
十
九
年
比
十
二
件

増
）
で
ト
″
プ
。
次
い
で
ガ
ス
コ

ン
ロ
の
か
け
忘
れ
が
七
件
（
一
一

％
）
、
火
遊
び
・
タ
バ
コ
が
各
三
件

（
各
四
・
八
％
）
、
ふ
ろ
の
空
だ
き

が
二
件
（
三
・
二
％
）
と
な
っ
て
い

幸
司

　
放
火
に
よ
る
火
災
が
、
一
月
か

息
〈
月
ま
で
の
前
半
期
に
二
十
件

も
集
中
的
に
発
生
し
た
こ
と
が
特

徴
で
す
。
特
に
三
月
十
五
日
か
ら

二
十
日
に
か
け
て
九
件
、
三
月
十

八
日
に
は
一
日
で
四
件
も
連
続
発

生
す
る
と
い
ラ
異
常
ぶ
り
で
し
た
。

放
火
対
象
は
、
宗
き
家
・
ア
パ
ー
ト

９
舌
室
、
留
守
宅
、
建
築
中
の

建
物
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
ぷ
つ

な
家
屋
に
対
す
る
近
隣
の
注
意
が

重
要
で
す
。

　
救
急
は
急
病
が

　
1
0
1
件
の
増
加

　
救
急
出
動
件
数
は
二
千
八
百
七

十
三
件
で
、
五
十
九
年
の
最
多
記

録
奎
ハ
土
ハ
件
更
新
。

　
出
動
内
容
は
、
急
病
が
千
二
百

九
十
二
件
（
四
五
包
で
、
五
十
九

　
一
月
二
土
〈
日
は
、
文
化
財

防
火
デ
ー
で
す
。

　
こ
れ
は
、
昭
和
二
十
四
年
一

月
二
土
八
日
に
法
隆
寺
金
堂
壁

画
が
焼
損
に
巡
こ
と
で
制
罵

文
化
財
か
ぶ
ハ
災
、
震
災
そ
の
他

の
災
害
か
ら
守
り
、
全
国
的
に

一隊による懸(けん)垂降下訓練▲レスキュ

　
新
春
恒
例
、
宏
吊
消
防
出
初
め
式
・

が
一
月
七
日
の
午
前
十
時
か
ら
、
文
化
。
・

セ
ン
タ
ー
運
動
広
場
（
臨
時
駐
車
場
）
で

行
幻
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
ｙ

　
式
典
に
は
、
消
防
職
員
や
消
防
団
員
、

各
事
業
所
の
自
衛
消
防
隊
員
、
幼
年
消
・

防
ク
ラ
ブ
、
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
、
笠
取
・

婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
員
ら
七
百
五
十
人
’

と
、
消
防
車
な
ど
車
両
士
公
価
参
加
。

厳
し
い
寒
気
の
中
、
堂
々
の
入
場
行
進
・

を
し
、
火
災
絶
無
の
誓
い
を
新
た
に
し

ま
し
た
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
宇

治
幼
稚
園
と
、
山
中
・
広
芝
少
年
消
防

ク
ラ
ブ
の
鼓
笛
隊
が
元
気
な
演
奏
で
出

初
め
式
に
彩
り
夕
添
え
た
外
、
レ
ス
キ

ュ
ー
隊
員
ら
か
模
範
演
技
を
披
露
。
日

し
た
。
最
後
に
、
火
魔
追
放
の
願
い
を

込
め
て
一
斉
放
水
。
新
春
の
空
に
雄
大

な
ア
ー
チ
が
描
か
れ
ま
し
た
。

ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
を
発
揮
し
て
い
ま

　
―
ｉ
Ｉ
ｌ
ｒ
￥
一
■
Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｊ
ｓ
・
・
ｉ
ｌ
Ｉ
ｉ
ｌ
―
ｓ
ｌ
―
―

547

年
よ
り
百
一
件
の
増
加
。
次
に
交

通
事
故
が
九
百
十
四
件
（
三
二
と

で
四
十
二
件
の
増
。
ま
た
、
近
年

増
加
傾
向
ふ
し
て
い
た
一
般
負

傷
は
三
百
二
十
五
件
（
一
一
％
）
と
、

五
十
一
件
減
少
し
て
い
乖
ｙ
。

　
急
病
が
増
加
し
た
主
な
原
因
と

し
て
、
異
常
気
象
（
夏
期
の
高
温
）

な
ど
が
影
響
し
た
も
の
と
、
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
通
報
に
よ
り
出
動
し
た

結
果
、
不
搬
送
が
百
九
十
六
件
あ

り
、
十
三
件
増
加
し
て
い
ま
す
。
生

命
を
守
る
救
急
自
動
車
の
正
し
い

利
用
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
一
層
の
ご
理
解
が
必
要
で
す
。

１
月
2
6
日

文
化
財
愛
護
思
想
を
高
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
季
子
。

　
市
内
に
は
、
国
宝
の
平
等
院

鳳
凰
（
ほ
う
お
う
）
堂
を
ほ
じ

め
、
貴
重
な
文
化
財
が
多
数
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
文
化
財
を

大
切
に
保
存
し
、
後
世
に
伝
え

　
教
育
委
員
長
に

　
古
池
さ
ん
を
再
任

　
宇
治
市
教
育
委
員
会
は
、
十
二

月
定
例
会
で
教
育
委
員
長
に
古
池

二
巳
雄
（
こ
い
け
・
ふ
み
お
）
さ
ん

（
六
十
八
歳
）
を
再
任
（
四
期
目
）
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
職
務
代
理
者
に
は
服

部
宏
（
は
っ
と
り
・
ひ
ろ
し
）
さ
ん

（
四
十
四
歳
）
か
選
任
し
ま
し
た
。

　
任
期
は
、
い
ず
れ
も
昭
和
六
十

年
十
二
月
二
十
七
日
か
息
〈
十
一

年
十
二
月
二
土
八
日
ま
で
の
一
年

で
す
。

る
こ
と
は
現
在
に
生
き
石
私
た

ち
の
努
め
で
す
。

　
文
化
財
を
守
る
た
め
に
、
次

の
事
柄
に
ご
注
意
ぐ
だ
さ
い
。

　
○
文
化
財
の
付
近
で
は
、
た

Ｉ
Ｈ
ｉ
ｉ
ハ
や
た
ば
こ
な
芦
火
を
伝
わ

な
い
Ｏ
子
戸
石
に
火
遊
び
、
花

火
な
ど
を
さ
せ
な
い
○
落
書
き

や
い
た
ず
ら
を
し
な
い
。

　
な
お
、
宇
治
市
消
防
本
部
で

は
、
文
化
財
の
防
火
特
別
査
察

や
、
社
寺
消
防
訓
練
か
仔
い
ま

す
。

火
災
絶
無
の
願
い
込
め
　

消
防
出
初
め
式

火
災
被
害
額
は

　
　
5
9
年
の
２
・
２
倍
に

救
急

火災・救急とも増加　

60年火災・救急統計から

文
化
財
防
火
デ
ー

市立幼稚園こど

も展1月24日（金）～26日（日）

午前9時～午後4時

中央公民館

市立幼稚園こども音楽会

1月26日（日）

午前9時半～正午

文化会館大ホール

入場無料

入場無料
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市
営
住
宅
（
空
き
家
）

入
居
者
を
募
集

　
市
営
住
宅
（
窄
き
家
）
の
入
居

者
を
、
次
の
要
領
で
募
集
し
柔
す
。

　
（
横
島
吹
前
住
宅
〈
桓
島
町
吹
前

3
7
〉
）

　
▼
募
集
戸
数
と
家
賃
…
Ｏ
第
１

種
住
宅
＝
２
戸
、
月
額
一
万
八
百

円
上
一
万
二
千
円
○
第
２
種
住
宅

＝
１
戸
、
月
額
六
千
八
百
円
。

（
黄
槃
住
宅
〈
五
ヶ
庄
三
番
割
3
7
〉
）

　
▼
募
集
戸
数
と
家
賃
…
○
第
２

種
住
宅
１
３
戸
、
月
懇
〈
千
五
百

円
。

（
神
明
宮
東
住
宅
〈
神
明
宮
東
8
7
〉
）

　
▼
募
集
戸
数
と
家
賃
…
Ｏ
第
２

種
住
宅
＝
１
戸
、
月
額
二
万
五
千

四
百
円
。

　
な
お
、
横
島
吹
前
住
宅
、
黄
槃

住
宅
は
種
別
募
集
、
’
神
明
宮
東
住

宅
は
住
宅
別
募
集
と
し
示
ｙ
。
申

し
込
み
は
、
種
別
辺
熔
別
か
の

い
ず
れ
か
に
限
り
乖
ｙ
。

※
申
し
込
み
資
格
（
―
住
宅
共
通
）

　
①
住
宅
に
困
っ
て
い
る
市
内
在

住
者
で
あ
る
こ
と
②
同
居
者
ま
た

▲横島吹前住宅

槇島吹前黄

檗　神明宮

東

は
同
居
予
定
の
親
族
（
内
縁
関
係

や
婚
約
者
も
含
む
）
が
あ
る
こ
と

③
市
内
に
居
住
す
る
保
証
人
（
２

人
）
が
あ
る
こ
と
④
茶
準
収
入
で

’
あ
る
こ
と
（
第
１
種
＝
所
得
月
額

八
万
七
千
円
以
上
十
四
万
千
円
以

下
、
第
２
種
＝
所
得
月
額
八
万
七

千
円
以
下
）
。
た
だ
し
、
収
入
基

準
額
は
同
居
の
親
族
数
な
ど
で
異

な
り
未
了
。

※
申
し
込
み
期
間

　
１
月
2
1
日
脚
か
ら
2
8
日
脚
ま
で
。

※
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ

　
建
設
部
住
宅
課
（
豊
⑩
3
1
4

1
）
ま
で
。
　
　
　
（
住
宅
課
）

眉
引

　
１
月
は
市
・
府
民
税

　
第
４
期
分
の
納
期
月

　
今
月
は
、
市
・
府
民
税
第
四
期

分
の
納
期
月
で
す
。
納
期
限
ま
で

に
お
忘
れ
無
ぐ
、
最
寄
り
の
金
融

　
き
れ
い
な
選
挙
、
金
の
か
か
ら

な
い
選
挙
盈
窺
す
る
た
め
に
、

政
治
家
や
立
侯
補
者
・
立
侯
補
予

定
者
が
、
選
挙
区
内
の
人
に
寄
付

奮
葛
こ
と
は
、
・
ど
の
様
な
理
由

が
あ
っ
て
も
禁
止
鳶
？
い
車
ｙ
。

　
選
挙
に
関
係
が
有
る
無
し
に
か

か
わ
ら
ず
、
次
の
様
な
贈
紅
物
を

す
る
と
法
侵
聾
宮
な
り
卓
子
。

ま
た
、
有
権
者
も
こ
の
様
な
寄
付

奮
恚
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

　
日
ご
ゑ
召
、
き
れ
い
な
選
挙

衆
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
▼
中
元
や
歳
暮
盈
媚
る
こ
と
▼

機
関
か
ら
お
哨
り
ぐ
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
（
納
税
課
）

　
所
得
税
の
還
付

　
　
　
早
め
に
申
告
を

　
所
得
税
の
確
定
申
告
は
二
月
十

七
Ｂ
か
ら
ぶ
ふ
、
里
覇
間
中

は
税
務
署
が
大
変
混
雑
し
康
す
。

肩
付
を
営
け
る
た
め
の
里
ほ
、

二
月
十
七
Ｂ
以
前
で
も
営
け
付
け

て
い
ま
ｙ
。
源
泉
徴
収
さ
れ
た
税

金
や
予
定
納
税
し
た
税
金
が
納
め

過
ぎ
に
な
っ
て
い
る
人
、
住
宅
取

得
控
除
や
医
療
費
控
除
な
タ
矛
受

け
ら
れ
る
人
は
、
早
め
に
里
笛

し
て
ぐ
だ
さ
い
。

　
な
お
、
給
与
所
得
者
の
肩
付
申

ｔ
用
の
様
式
は
簡
単
に
な
っ
て
い

ま
す
。
「
申
告
書
の
書
１
　
ご
を

参
考
に
し
て
、
自
分
で
正
確
に
書

い
て
ぐ
だ
さ
い
。
ま
た
、
還
付
金

は
預
金
口
座
振
り
込
み
で
営
げ
取

れ
ま
す
の
で
、
金
融
機
関
名
、
預

金
の
種
類
、
口
座
番
号
を
お
忘
れ

な
く
。
肩
付
を
受
け
る
た
め
に
は
、

確
定
申
告
書
に
書
類
か
添
え
た
り
、

提
示
し
た
り
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
ぐ
は
、
宇
治
税
務
署
（
豊

＠
4
1
4
1
）
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
　
　
（
市
民
税
課
）

市
民
混
声
合
唱
団

　
第
２
回
定
期
演
奏
会

　
歌
登
変
す
る
市
民
が
集
い
、
地

祭
事
に
金
品
を
寄
付
し
た
り
届
け

た
り
す
る
こ
と
▼
開
店
祝
い
や
落

成
式
・
起
工
式
な
ど
の
時
に
、
花

輪
か
贈
る
こ
と
▼
出
産
・
入
学
・

卒
業
・
就
職
な
ど
の
祝
い
に
金
品

か
贈
る
こ
と
▼
結
婚
式
の
時
に
祝

い
の
１
　
緊
贈
る
こ
と
▼
棉
朽
を

す
る
人
に
せ
ん
べ
つ
夕
贈
る
こ
と

▼
町
内
会
や
老
人
会
な
ど
の
集
ま

り
に
、
金
品
を
寄
付
し
た
り
届
け

た
り
す
る
こ
と
▼
町
内
会
な
ど
の

旅
行
で
、
飲
食
物
を
届
け
た
り
バ

ス
代
な
ど
の
費
用
舎
貝
担
し
た
り

す
る
こ
と
。
（
選
挙
管
理
委
員
会
）

域
の
音
楽
文
化
の
向
上
に
と
合
唱

活
動
を
し
て
い
未
了
。
練
習
の
成

果
戦
聴
き
に
お
越
し
ぐ
だ
さ
い
。

　
▼
と
き
・
：
２
月
２
日
㈲
、
午
後

１
時
開
演
▼
と
こ
ろ
・
：
文
化
会
館

大
ホ
ー
ル
（
折
居
台
―
丁
目
・
文

化
セ
ン
タ
ー
内
）
▼
曲
目
・
・
・
ヴ
ィ

ヴ
ァ
ル
デ
ー

ほ
か
多
数
▼
賛
助
出
演
…
宇
治
市

少
年
少
女
合
唱
団
▼
入
場
料
・
・
大

人
千
円
、
舌
七
五
百
円
▼
入
場
『

券
発
売
所
・
：
文
化
セ
ン
タ
’
・
‐
ま
た

は
リ
ピ
ン
グ
ナ
ツ
カ
（
里
箱
通

り
商
店
街
）
刄
（
社
会
教
育
課
）

　
（
財
）
宇
治
廃
棄
物
処
理
公
社

　
処
分
料
の
改
定

　
昭
和
六
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
、

京都府

南部

　
京
都
府
南
部
地
域
（
京
都
市
・

亀
岡
市
以
南
）
の
最
低
賃
金
が
、

一

地
域
別
は
昭
和
六
十
年
十
月
四
日

か
ら
、
産
業
別

墜
〈
十
年
十
二

月
二
十
九
日
か

ら
改
定
さ
れ
実

施
さ
れ
て
い
ま

す
。
地
域
別
最

低
賃
金
と
産
業

別
最
低
賃
金
の

両
方
か
ら
適
用

か
受
け
る
場
合

は
、
金
額
の
高

い
方
が
適
用
さ

れ
康
す
の
で
ご

京都府南部の最低賃金表

これからの
国民年金②

届
け
出
が
要
り
ま
す

第
３
号
被
保
険
者

　
太
年
四
月
一
日
か
ら
薪
国
民

年
金
法
が
施
行
さ
れ
濠
χ
今

回
の
改
正
で
、
厚
生
年
金
の
加

入
者
で
あ
至
〈
十
五
歳
未
満
の

夫
（
ま
た
は
妻
）
に
扶
養
さ
れ

て
い
る
妻
（
婁
妓
夫
）
は
、

国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
な

く
て
も
、
老
齢
基
礎
年
金
等
の

剛
宇
治
廃
棄
物
処
理
公
社
の
廃
棄

物
処
分
料
金
が
、
次
の
と
お
昨
改

定
さ
れ
毒
了
。

　
▼
種
類
と
金
額
（
1
0
0
･
ｆ
ｒ
グ
ラ
ム

当
た
り
）
：
ゐ
土
砂
・
が
れ
き
Ｌ
三

百
円
○
廃
木
材
＝
五
百
円
○
廃
木

材
と
土
砂
・
が
れ
き
の
混
合
物
＝

四
百
円
只
磁
く
ず
浪

不
燃
性
一
般
廃
棄
物
（
粗
大
ご
み

を
含
む
）
―
八
百
円
○
廃
プ
ラ
ス

チ
″
ク
類
（
繊
維
く
ず
・
ゴ
ム
く

ず
を
含
む
）
＝
八
百
円
○
燃
え
が

ら
＝
千
百
円
。
（
財
団
法
人
・
宇

注
意
ぐ
だ
さ
い
。
ま
た
、
今
回
の
改

定
に
よ
り
「
十
八
歳
禾
満
・
六
十

五
歳
以
上
の
者
」
は
、
す
べ
て
地
域

年
金
が
営
７
い
れ
る
ぷ
つ
に
な

り
毒
了
。
こ
れ
は
、
夫
（
ま
た

は
妻
）
の
加
入
し
て
い
る
厚
生

年
金
制
度
が
、
一
括
し
て
妻
（
ま

た
は
夫
）
の
国
民
年
金
保
険
料

を
負
集
客
た
め
で
す
。

に
は
、
市
｛
所
へ
届
け
出
て
確

認
を
営
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
こ
の
届
け
出
か
忘
れ
る
と
、

引
庭
饗
保
険
料
を
納
め
る
こ
。

と
に
な
っ
た
り
、
将
来
年
金
を

蓉
Ｋ
れ
な
ぐ
な
っ
た
ｓ
し
ま

現
況
届
け
は

　
１
月
3
1
日
ま
で
に

　
自
衛
官
を
募
集

　
３
月
3
1
日
ま
で
受
け
付
け

　
昭
和
六
十
年
度
第
四
次
自
衛
官

募
集
を
し
て
い
ま
す
。
受
け
付

け
は
、
三
月
三
十
一
日
ま
で
で
す
。

　
詳
に
Ｉ
て
は
、
里
冦
集
事
務
所

　
（
雲
助
7
1
3
9
）
ま
た
は
、
市

役
所
企
画
管
理
部
総
務
課
（
豊
⑩

3
1
4
1
）
ま
で
お
問
い
４
ａ
Ｑ
＼

く
だ
さ
い
。

　
　
　
（
企
画
管
理
部
総
務
課
）

別
最
低
賃
金
の
適
用
を
受
け
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
が
、
引
き
続
き

雇
用
さ
れ
て
い
る
人
に
つ
い
て
は
、

改
定
を
理
由
に
賃
金
を
引
き
下
げ

る
こ
と
の
な
い
よ
ｙ
コ
、
最
低
賃
金

の
趣
旨
を
十
分
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
（
交
通
労
政
課
）

最低賃金の件名 日　額時間額

産

業

別

最

低

賃

金

食料品・飲料・飼料製造業3,85ぶ 483円

繊　維　産　業（注①） 3,762 471

木材･木製品･家具･装備品製造業4,065 K〕9

パルプ・紙・紙加工品製造業 3,954 495

出版・印刷・同関連産業 3,986 499

窯業・土石製品製造業4,081 511

機械・金属製品等製造業 4,069 509

自　動　車　整　備　業 4,056 507

電気機械器具製造業のうち一定の業務に従事する者 3,680 460

卸　　　　売　　　　業 4,056 507

小売業・飲食業(注②)3,850 482

地域別
最低賃金 京都府南部 3,635 455

す
。
不
利
益
を
営
げ
な
い
た
め

に
左
に
分
に
ご
注
劈
ぐ
だ
さ
い
。

　
今
回
、
こ
の
第
三
号
被
保
険

者
と
し
て
届
け
出
が
必
要
な
人

に
は
、
社
会
保
険
庁
か
ら
「
国

注. ①ねん糸・金銀糸製造業、和服縫製業を除く．

　　②調理師見習を除く．

民
年
金
任
意
加
入
被
保
険
者
現

況
届
書
」
が
送
ら
れ
て
い
ま
ず
。

必
要
事
項
を
記
入
し
、
夫
（
ま

た
は
妻
）
の
勤
務
先
で
証
明
を

受
け
、
一
月
三
十
一
日
ま
で
に

保
険
年
金
課
国
民
年
金
係
へ
提

出
（
郵
送
も
可
）
し
了
ｙ
だ
さ
い
。

　
な
お
、
今
回
届
け
出
か
必
要

と
し
な
い
人
（
昨
年
十
二
月
十

一
日
発
行
の
宇
治
市
政
だ
よ
り

に
掲
載
）
に
も
「
現
況
届
書
」

が
送
付
さ
れ
て
い
ま
ゐ
で
、

不
明
の
点
は
お
問
い
命
幻
せ
ぐ

だ
さ
い
。
新
年
金
制
度
や
現
況

届
書
な
ど
に
っ
い
て
の
お
問
い

合
わ
せ
は
、
国
民
年
金
係
（
豊

⑩
3
1
4
1
）
ま
で
お
気
軽
に
。

　
　
　
　
　
　
（
保
険
年
金
課
）

　
▼
日
程
・
内
容
・
・
・
左
表
▼
会

場
・
・
・
総
４
福
祉
会
館
▼
定
員
・
：

3
0
人
▼
参
加
費
・
：
無
料
▼
申
し

込
み
・
問
い
４
(
１
Ｃ
＊
)
-
：
２
月
2
0

日
俐
ま
で
に
Ｉ
落
ポ
ラ
ン
テ
－
ｖ

ア
バ
ン
ク
（
奘
扁
祉
協
議
会

内
）
へ
。

　
一
部
聴
講
も
出
来
ま
ず
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

　
標
語
を
募
集

　
ポ
ラ
ン
テ
ぶ
盲
動
の
啓
発

と
理
解
を
図
る
た
め
に
、
温
か

い
福
祉
の
心
を
ふ
メ
ー
ジ
レ
だ

標
語
か
募
集
し
ま
す
。

　
▼
応
募
方
法
・
・
・
作
品
は
未
発

表
の
も
の
で
、
Ｌ
人
何
点
で
も

可
（
Ｌ
Ｒ
は
3
1
字
以
内
）
。
作

品
の
裏
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、
電
話
番
号
、
職
業
か
明

記
▼
応
募
先
・
：
３
月
1
0
9
　
側
ま

で
に
社
石
福
祉
協
議
会
（
〒
6
1
1

宇
屋
単
色
琵
琶
4
5
）
へ
郵
送

ま
た
は
持
参
で
（
郵
送
の
握
に

は
締
め
切
り
ぼ
必
着
の
こ
と
）
。

　
な
お
、
５
募
作
品
は
一
切
返

却
し
ま
せ
ん
。
募
集
要
項
が
あ

り
未
了
。
詳
し
ぐ
は
、
奘
福

祉
協
議
会
へ
。

　
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
教
室

　
ポ
ラ
ン
ト
ピ
ア
事
業
の
一
環

と
し
て
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

教
室
を
開
き
乖
ｙ
。

市民ボランティア教室の日程表

日時 内　　容 講　師

　3／l出午≫11(峙-正午
ボランティアって何？ 大谷女子大学教授

　　竹内安子さん

　3／9(日)
午til時~3時

施設とボランティア活動
宇治明星・妃・長

　　辻村禎彰さん

　3／150U
午mm-正午

地域tボランティア活動
社会鵬祉協農会奉蕃局次長

　　岡野英一.iん

　3 ／23(a)
午鑓1時~3時

ボランティアと私
(S事勧･ら見f.ボランティア)

京都ボランティア協会
　　今福rn明さん

　3/29tt)午mm-正午
ボランテ(7iS勤へのおきそい

(宇治市のボランティア活動)
宇SI?ﾝﾃ{ｱ鵬i巣会会長
　　値fi和さん

　
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス

　
1
月
は
陶
芸
教
室

　
▼
と
き
・
内
容
：
ｉ
月
2
6
日

面
―
土
ひ
ね
り
、
２
月
９
日
面

９
彩
色
、
時
間
は
い
ず
れ
も
午

前
1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
…
総

合
福
祉
会
館
▼
対
象
・
：
在
宅
障

害
者
▼
指
導
・
・
・
長
谷
川
重
一
さ

ん
▼
費
用
・
・
’
材
料
費
百
円
▼
準

備
品
・
・
・
エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル
▼

定
員
…
2
0
人
▼
申
し
込
み
・
・
・
１

月
2
5
日
出
ま
で
に
社
会
福
祉
協

議
心
一
へ
。

548

国
民
年
金
に
任
意
加
入
中
の

人

最
低
賃
金
が
改
定

贈らない・もらわな

い

きれいな選挙心がけ

健
康
管
理
の
す
す
め毎

日
の
食
事

栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
良
く

多
様
な
食
品
摂
取
と

食
卓
の
楽
し
さ
も
大
切

社会福祉協議会のお知らせ

固価）邸昌昭食晶
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